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カ イ コ 蛾科前胸腺 細 胞 微細構造の 品種 に よ る差異

浦 健司 （熊本県立 玉 名高等学校）

UltrastTuctura】 differences　 among 　species 　 of 　the

prothoracic　gland 　cells 　of 　Bombyx 　mon
’

TAKESHI 　 URA

　 カ イ コ 前胸腺細胞微細搆造を 5齢 1H 目一13日 目

　（蛹化 第 1 日 目）迄 ， 欧州種 （OIO，
1化性｝， 日本種

　（日124，2化性），支那種 （支124，　2化性），支 x 日雑

種 （支ユ24 × 日124，2化姓 ） の 4 品 種 に つ い て 比較 し

た 。

　 そ の 結果 ，
ミ ト コ ン ドリ ア は ， 4品種 共に 棒状 ミ

ト コ ン ド リ ア が 通常典型的 な ミ ト コ ン ド リ ア と して

観察され る が，細胞 に よ っ て は 変形 ミ ト コ ン ド リ ア

が見られた ・ こ れ ら ミ ト コ ン 凹 ア の 変形 1ま，通常

型 か ら馬蹄形，更 に 環 状 と な っ て い く もの で あ る。
た だ し，そ の 変 形 の 程度 は 各品種 に よ り差 が 見 られ

た 。 まず，欧州種で は 3 点の 特 微 が観察 され た 。第

1 に ・通 常 ミ ト コ ン ド リ ア で は マ ト リ ク ス 電子密度

が 高 くク リ ス テ が 不 明 瞭 で あ る が，通常 ミ ト コ ン ド

リ ア と同大 で ク リス テ が 明瞭か つ 良 く発達した 溝造

が 出 現 した Q 今回 の 観察 で は，4
， 5， 9，10

，
13

日 目 に 出現 した 。 第 2 に ， ミ ト コ ン ド リア の 空胞化
）　　v
の o い は ミ ト コ ン ドリ ア が 空胞 と極 め て 密接 な関係

を 持 つ 縁 が 観察で きた 。 第 3 に ， 長 く延び た ミ ト コ

ン ド リア の 観察 で ある瓜 中 に は 通 常 ミ ］・コ ン ド リ

ア の 3倍 の 長 さ を持つ もの が存在 した 。 次に 日本種

で は ，環状 ミ ト コ ン ド リ ア が 発達 し，二 重，三 重 の

同 心 円状構造 を 持 つ もの が 出 現 した 。 こ の 構造は ，
Beaulaton （1968）の カ イ コ 前胸腺細胞微細構造観察

中 で の ，脱皮周 期に 伴 う ミ ト コ ノ ド リ ア の 環状化的

発達 の 報告に 相 当 す る と考 え られ る 。 た だ し，周期

性 は 観察 で きなか っ k 。 支那種 で は ，通常型 か 長 く

延び た タ イ プ が多 く，環状 ミ ト コ ン ド リ ア は ほ とん

ど見 えなか っ た 。支 × 日 雑種は ，咋年 の 報 告 の 如
く，一

重 の 環状 ミ ト コ ン ド リ ア が 観察 で きた 。

昆虫の 発生段階 一
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　 故 Hinton 教授は ，古い ク チ ク ラ か ら上 皮細胞 が

剥離し，そ の 間が ル ーズ に な る こ とを
‘‘
Aspelysis ”

と呼ぴ ．実際の 齢期 は ， こ の Apolysisに よ っ て は じ

ま る と した 。 い わ ゆ る 脱皮
‘‘Ecdysis” と呼 ば れ る

現象 は ・古 い ク チ ク ラ か ら 自由 に な っ た 昆虫体が ，
単 に

q

ぬ ぐ
”

とい う最終的な結果 で あ る と い うの で

あ る 。 こ の 　Apo 】ysis か ら　Ecdysls　ま で の 期間

に，Hinton教 授 は マ ス ク さ れ た とい う意味の
t“
pha −

rate
”

とい う言葉を与 え，　 pharate　pupa ，　 pharate
adult と い う呼 び 方 を提案 した 。 こ れ に 対 し て ，
Wigglesworth 教授 は，上皮の 有系分裂 と，Apolysis

の 関係が 部分 に よ っ て 異 な る こ と，気管系が 脱 皮 直

前 ま で，その 齢期 の も の が機能をもつ こ と，感覚毛

も Dendriteで つ な が っ て お り，そ の 齢期 の もの が

機能的 で あ る こ と な どか ら，や は り脱皮 で 齢期 を 区

釖 る 方が よい と主 張 した 。 Hinton 教授 は さ らに こ

れ ｝こ反対 して ，双 翅目の 例 で ，pharate　instarを 用

い て ，Apolysis で 区切 る こ と を 主張 した。

　
＝一ク バ エ の 蛹化 に つ い て 調 べ た とこ ろ ，囲 蛹殻形

成 に つ づ い て Ap 。lysisが 起 こ る こ とは 容易に 観察
され る が，囲蛹殻 か ら脱出 しない ま ま蛹化す る 。 囲

蛹殻 か ら脱出す る の は 羽化 の ときで ある が気管系 を

み る と，Apolysis か ら蛹の ク チ ク ラ 形成 の 時期 に 至

る と きに ，他 の 昆虫 と 同 様 に 古 い 気管を体外 に 排出

す る 。 す なわ ち ，蛹 の ク チ ク ラ 完成 と と もに 脱皮す

る の で あ る。こ の と き蛹を囲蛹殻か ら出 して も，適

当な条件 を 与え て 保護す れ ば 正 常 に 羽 化す る。囲 蛹

殻1よ，機能的 に は ，繭 とア ナ P ジ ー
で あ っ て ，

Hinton 教授の よ うに 脱皮 しな い と考え る必 要 は な

い と思 わ れ る 。
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